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　A　STAR　ATLAS　and　Ref　rence
　Bookr（Epoch　1920）　，for　Students　and
　Amateurs，　by　Arthur　P．　Norton，　B．A．
　London，　1927．
　謙れは部ち吾が懸者諸氏にも好く知ら
れてみるノル｝ンの点画の第四版檜補版
である・（競闘氏の言によれば，庇のノッ
トンの第一版為手［：入れ六のば，日本に
於いて自分が最初であろさうだが，こん
この版も，肖分［［今1927年4月15Hl：入手
しナこから，・pにり守れが日本で最初でな
いかt思ふ・）ノ，レトンの野田it，最も大
切な星の圖其のものが大憂巧妙に計書さ
れてみて，他の如何なる星圖よりも便利
であるこ定は皆人の認める所である・例
へば，圖が皆極めて鮮明であるこビ，全
天の別け方が，爾極書ピ，赤道部εに分
けられてみて，殊に赤道部に，各亦経に
ついて北緯60度から南緯60度まで一体き
に輝いて孟．かれ，てあるナこめ，挙る程度ま
でに星のchaτt（一枚口）の用（：も使liれ
て好い・1等から6等までの星な圖に霊
くのに，他の圖でぼ，上下左右（：色んな
rt　・P三光な出して光度の五壇を表はして
ゐうが多いけれご，此のノJVトンでほ総
て洗奄只二軍な黒黙ミし，光度に黒勲の
大きさで表ばす；を原則Sし，只其れに・
眼に付かない程度の技巧を加へt：，一
蝿のデザイン（t総ての。hの形のunif・r－
1nityご光輝の大小のcontinuity　亡た表
はす立場から考へて・非常に好い感じな
與へる・ノルトンにに又，巷頭に可なり
のべーッ准割レ’て，天文観測上の必要事
項（星や星座の名re・P，天球學上の諸種
の學術語，五月諸遊星や恒星や彗星流星
等の簡軍な説明，諸種の望遠鏡ミ其の部
分品其の取り扱ひ方なご）な，汀なり親
切に記述しKあるから，之れ等が初學者
に便利であるこt（t言ふまでも無い・
　ノIVFンの第一版にば多少の誤りがあ
っナこ．殊こ星や星雲の位置なご（他の星
圓［tも之れくらみの誤りほ普通に有り勝
ちでめるカS）の言昊りが著しかっナこ・
　其れか・第二版，第三版ご，版な重れ
ろにつれ，原版に無理で無い程度に修正
しナこ・オころが，こんこの第四版に更に
此うしナご修正な完全に施し，術ほ，雀末
に1［珍らしくも銀河座標1：よる星、圖准r2
枚添えて，大ltハイカラなものSしナこ．
それから又，こんごに巻頭の説明丈の部
々非常に檜補改良し7こ・此の部隣以前
に1∬8ぺr・一　Y“であっ7こが，第四版で一躍
して旧れが48ページになり，活字も小さ
く，行の数も著しく即し7：7こめ，全燈の
分量1工元のものの5倍にも檜してみる．
だから，之れば最早や一かごの教科書
であるSも言へる・此の中の新材料lt
Burns，　Comrie，　Doig，　F．　de　Roy，　Denning
等が加勢けこらしいから，信頼も出口る
わけである・一一一一7こS“，しかし第一版
の最初から，自分が之れな見て心がしり
な．＿事に，著者N　orton其の人の素性で
あるが，論れば今も街ほ自分ぽ知ってみ
ない・iS・にかく，ノルFン氏ばpr・fessi－
onalな天文家でないらしい・多分，自修
自學1こよつて練へ上げ’た所謂alnateur
astronomerなのだらう・だから，坐る黙
から見るS，此の星圖匡全知書して・見
事な出來ばえで，誠に氣のきいたもので
あるカ㍉　しかし，好く見るビ，所々1こ攣
な言葉遣ひがしてある，Star　sphe「eだの
Heat　Index　だの，　parallax　in　Altitude
だの，Tangential　Velocity　だの，　Absolu
te Magnitude　Palallaxだの，．Statistical
Parallaxだのこいふ言語ば殆んご誰も使
にない一むしろ，．意味不明瞭のき・らひ
がある．又，Harvard（レhotometric）magn＿
itudeが一種のPhotographie　scaleであ
ろなごミ記し71り，星のR】ght　Ascension
がprecessic）nの7こめ［：　Ohから24hまで憂
動すうなごご記してあるのほ，何れも誤
りである・
　しかしまあ，通うした馬蝿な除外す
れば，ノルトンに，やにり，好い星圓で
ある・自分ば幾班も買ひ込んで，今後も
永く草紙に痩ふつもりである，（丸善で便
5圓75鑓）一（山本）
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ASTRONOMY，　a　Revision　o£
　Young’s　Man．，al　o£　Astronomy．　2Vols．
　r．　The　Solar　System，　pp．　xi十
　（1－470）＋xxL
　II．　A　strophysics　and　Stellar　Astronomy．
　Pp．　xii十（471一一932）一vxxx．
　！）y　H．N．　Russell，　R，S．　Dugan，　and
　j．Q．　Stewart．
　去る3月90・来國から自分の所へ小包
郵便物が厨》ヴこ・嗣げて見れば其れ拡ラ
ソセノン教授から贈られf：上記の新著書で
あっナこのであろ・自分に競れな見て・一
寸，意外1こ感じナこ・　そきしに，去る1923年
12月29日の午前，来國天丈學會の第31回
縫帯がミスFurnessのVassar　C・1：・g・天文
蔓で催されナこ其の三日目・「天丈教育」の
題の下に討議會が行（i！れ力席上・野郎
者一’同（tプリストンのラソセ1レ敏授に
Y・ungの名著General　Astr・n・myかrev・se
し”C貰ひナこいご希望し，　Russelt氏ば一
磨それ奄承諾しナここミが有るのた，自分
械其の席に謝こq）で今も術よく麗えてみ
み（天界第42號第243頁参照〉　だから
Russeユ氏は全く　GeneτaユAstronomアi：
手な入れてみるこ電t思ってゐt；のであ
る・　しかるに，．今i到着しナこのにGeneraI
Astr・n・mアでなくて，　Manualの方である
M一一・一^も，よく考へて見れば・始めから
教科書定して作られ7こManualの方な改
版するのがGeneral　AstronQmyの方より
も急な要するのであるビも考へられるし
又。仕事も客易なのでめらう・ビにかく
Y・ungがPrincet・n大學教授晧代に書）・
ナこ四名著El・ments，　Lessons，　Man・・1及び
Generai　Asセrono皿y　楓各々其q）特徴によ
って何れも趣く讃1まれ、．ものであろが，
しかし，著者YOungが死んでから今・に
早や殆んご20年にも近いのであるから，
進歩の著しい驚倒學の書物Sしてに是非
書き直す必要があり，書き直すSすれば
それlt，　Y。　nngの後se智　tしてPrincet・n
大學にみるR・ssell教授が最も滴當であ
る引工萬人が考へる所なのである・
　さて此の新しい　‘‘　Manua1，，為r見るi：
之れ1工決して軍なるrevisi。nで1工無い・
三入の箸者ナこちも序文で書いてみろやう
1こ，滑れに寧ろ原著よりも非常に濃左さ
れて，「Manua1ビ　General　Astronomy　亡
の中間に位するものである」ミ言ってみ
る程である・帥ち，之it一冊であっ六
Manualが，今こ、でa二冊こなり，全巻
を通じて實【；1000pages々超え’（みる・
活孚ば誠に讃み心地好い程度の大きさで
多少込み入つプこ丈ば少しく小さな文字が
使ってあり，皆鯨明で，見事である・紙
も上等であるし申の：爲鼠や凸版も可な
り代銭…的なものが選ノゴれ・てある・只細々
此等の爲眞凸版が直り小さ過ぎて，惜し
い氣持ちのするものも無いでに無い・（Pt
艦に理學書の無窓雌大きい方が好い～一
鮮明なためにも，美的なナこめにも，）第22
圖，第49圖，第111圖，第1411幕，第190
圖，第208圖，第3e2圖等は殊に左様であ
る・此の書の特徴は第2班にあるぜ言り
てよからう・現代の天文學教科書Sして
山門しい7こめに，」比の第2臭名音Bが天窓豊
物理學の7；めに費されてみるのit，今ま
での諸家の天丈自書に例な見ないもので
あって，講に，さすがにR煕c11氏が生
筆を・i擾ってみろ六ゆ・醒の物理憐遥論
や，進化獲展論，乃至，宇宙諭なごの寵
述のし方には專門家臣錐も，讃んで大に
敏へられる所があろ・之れi：比べろ定，
第一冊の方は，御座なりの書き方で，筆
者に鯨り氣乗りのしない黙や・調査の不
充分な黙なごが少なくない・引かれてみ
ろ例誰に多く来國製であるが・灯れは止
む准得ないのかも知れない・　ナランダ
のDe　Sitter氏はObseTvatory明目638號
に於いて．地球の扁球傘（本書第二｝第
120頁）　【：1／296。92土0．14　ブと使って貰CJN
すこいミ註文してねる，口回の學者の名も
只，亭山岨鼻付の名だけな褐げて・他か
記さないのに物足りない・
　しかし，ミにかく特徴の多い此の書物
ば，最近英文で書かれ一こ最上のものミし
て，濁：文のNewcornb－Engeユmannビ疋敵
する大著であり，逓い將來の標準書でめ
らう・イ質は：各々2ドル38セント（山本）ww◎聡録天タ語彙に都合により本訴
　に休み・
